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寧静 DB ツール（njdba_japanese_1.00.xlsm）マニュアル 

 

１．概要 

寧静 DB ツールは Excel の VBA で作成、テーブル仕様書を基づいて、DB に関する操作とデー

タのチェックや、SQL 文と Java エンティティクラスの自動作成ができます。本ツールには

PostgreSql、MySql、SqlServer、Oracle、DB2 など五つのデータベースがサポートされています。 

プロジェクト開発に伴い、本ツールを利用すれば、効率と品質の上がりが期待されます。 

１．１ SQL 文の作成 

テーブル仕様書を基づいて、テーブル作成用 DDL と Insert、Update、Delete、Select の動

的 SQL 文の自動作成ができます。作成する動的 SQL 文には、nj-soft、Prestatement、MyBatis、

Other 四種類のフォーマットの選択は可能です。 

１．２ テーブル及びデータの操作 

データベースに直接物理テーブルの作成と削除ができます、それとテーブルにデータのイン

ポート、エクスポート、削除もできます。 

１．３ CSV 及び DB データの妥当性チェック 

妥当性チェックにはテーブル仕様のキー、NULL 不可のフィールドは NULL でないチェック、

文字型設定されたフィールドは文字型チェック、値の正規表現設定されたフィールドは正規表現

チェック、追加チェック設定されたフィールドは追加チェックなど 4 種類があります。チェック

には CSV データあるいは DB データに対して、どちらもできます。 

１．４ Java エンティティクラスの作成 

テーブル仕様のフィールド名、フィールドタイプによって、Java エンティティクラスの自

動作成ができます。（図１－１ 本ツールのメイン画面） 
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２．データベースとの接続の準備（ODBC） 

本ツールには、Excel が 64 ビットの場合は 64 ビット ODBC しか使えません、その代り、Excel 

が 32 ビットの場合は 32 ビット ODBC しか使えません。 

64 ビット ODBC を利用する場合は、コントロールパネルから ODBC の設定を行います。それ

と 64 ビット Excel を利用する場合は、データの追加チェックが行いません、追加チェックが必

要な場合は 32 ビット Excel を利用してください。 

なお、下記の説明は 32 ビット ODBC を基づいて展開します。 

利 用 す る DB の 32 ビ ッ ト ODBC ド ラ イ バ ー を イ ン ス ト ー ル し て か ら 、

「\Windows\SysWOW64\odbcad32.exe」を実行して、ODBC の設置を行います、ODBC の設定にはデ

ータベース名までの指定が必要です。 

２．１ ODBC ドライバーのインストール 

１）PostgreSql には下記の URL に 32 ビットのドライバーをダウンロードし、解凍し、実行

してインストールします。 

http://www.postgresql.org/ftp/odbc/versions/msi/ 

２）MySql には下記の URL に 32 ビットのドライバーをダウンロードし、実行してインスト

ールします。 

http://dev.mysql.com/downloads/connector/odbc/ 

３）SqlServer には ODBC ドライバーが Windows 7 に既に存在するため、インストールは必

要ありません。 

４）Oracle には 32 ビット ODBC ドライバーを配置するために、Oracle の 32 ビット Client

のインストールが必要です。下記は 11g の Client です。 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/enterprise-edition/downloads/1

12010-win32soft-098788-ja.html 

５）DB2 には下記の URL で適当な Express-C バージョンを選んでダウンロードしてインスト

ールします、この中に ODBC ドライバーが含まれています。 

http://www-01.ibm.com/software/data/db2/express-c/download.html 

２．２ ODBC の設定 
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１）PostgreSql の ODBC 設定（図２－１） 
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２）MySql の ODBC 設定（図２－２） 
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３）SqlServer の ODBC 設定（図２－３） 
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４） Oracle の ODBC 設定（図２－４） 

 

 

５） DB2 の ODBC 設定（図２－５） 
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３．テーブル定義仕様書の用意 

  本ツールには弊社（蘇州寧静軟件有限公司）提供したテーブル定義書フォーマットしか使え

ません、それと一つのテーブルに一つ以上のキー項目が必要です。 

  下記は準備したテーブル定義書のサンプルです。（図３－１） 
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１）「テーブル論理名」には作成する物理テーブル、SQL 文と Java エンティティクラスにコ

メントとして利用されます。それとテーブル論理名とシート名が一致するかのは仕様ファイルに

該当シートがテーブル定義書かどうかの判定基準となります。 

２）「論理名」列には物理テーブル、SQL 文と Java エンティティクラスにコメント、CSV デ

ータの一行目のタイトルとして利用されます。 

３）「物理名」列には物理テーブル、SQL 文と Java エンティティクラスにフィールド名（項

目名）、CSV データの二行目のタイトルとして利用されます。 

４）「タイプ」列には物理テーブルのフィールドのデータ型として利用されます、それと本

ツールのシート「Type」に、フィールドのデータ型と Java 変数のタイプの対照表を利用して、

Java エンティティクラスに項目のデータ型も決められます。 

５）「キー」列に○を付けるのはキー項目であり、キーフィールドとして物理テーブルを作

成します。キー項目の CSV データの値には、 

・Oracle の場合は、NULL と””がインポートできません。 

・それ以外の場合は、NULL がインポートできません。 

６）「NULL 不可」列に○を付けるのは NULL 不可項目であり、NULL 不可フィールドとして物

理テーブルを作成します。NULL 不可項目の CSV データの値には、 

・Oracle の場合は、NULL と””がインポートできません。 

・それ以外の場合は、NULL がインポートできません。 

７）「初期値」列に記入された場合は、該当フィールドの初期値として物理テーブルを作成

します。 

８）「文字型」には下記の五つ種類があります、文字型が指定された場合は、CSV データと
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DB データの文字型チェックができます。 

・半角数字 ＝ [0-9]の半角数字のみです。 

・半角数値 ＝ [0-9]と[-]と[.]の有効な数値です。 

・半角英数 ＝ [0-9]と[a-z]と[A-Z]です。 

・半角文字 ＝ 全ての半角文字です。 

・全角文字 ＝ 全ての全角文字です。 

９）「値の正規表現」は VBA の正規表現式であり、値の正規表現が指定された場合、CSV デ

ータと DB データの値の正規表現チェックができます。例） 

[\w+] ＝ [a-zA-Z_0-9]の一つ以上です。 

[\d{8}] ＝ 8 桁の半角数字です。 

１０）「追加チェック」は自項目及び同じレコードの他項目との VBA の一行比較式であり、

値の追加チェックが指定された場合、CSV データと DB データの追加チェックができます。例） 

自項目の値は 2 桁です：        len("#this#")=2 '桁数チェック 

自項目の値は有効な日付です：   IsDate("#this#") '日付チェック 

二つ項目の値の比較です：       "#from_date#"<="#to_date#" '日付比較 

※「#this#」は自項目、他項目は「#項目物理名#」とします。 

※64 ビット Excel を利用する場合は、データの追加チェックが行いません、追加チェッ

クが必要な場合は 32 ビット Excel を利用してください。 

１１）「索引」列に記入された場合は、テーブルの索引として物理テーブルを作成します。

記入ルールは下記です。 

・一つ項目索引の場合 ＝ [項目物理名 DESC|ASC] 

・複数項目索引の場合 ＝ [項目物理名 DESC|ASC, 項目物理名 DESC|ASC…] 

１２）「説明」列には Java エンティティクラスのコメントとして利用されます。 
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４．初期設定 

  本ツール（njdba_japanese_1.00.xlsm）を Excel2007 以上で開いて、シート「Tool」に「初

期設定」の下記項目の設定を行います。 

なお、本ツールには各タイトルセルにコメントがあります、マウスのカーソルを適当に移動

すれば、利用方法などの説明が表示されます。（図４－１） 
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４．１ ワークフォルダ 

ワークフォルダは入力と出力の所在フォルダーであり、既に存在することが必要です。 

４．２ DB に接続 ODBC 

ODBC は DB との接続用であり、右のセルには「DSN=データソース名」のみを記入すればよい

ですが、SqlServer と Oracle の場合は「DSN=データソース名;UID=ユーザ名;PWD=パスワード」

の記入が必要になります、その原因は SqlServer と Oracle の場合は ODBC の設定にユーザ名と

パスワードの保存ができないからです。 

４．３ 所有者（スキーマ） 

  DB によって、記入は少し違います。PostgreSql はデータベース名、MySql はスキーマ名、

SqlServer は所有者名、Oracle は所有者名、DB2 はスキーマ名で記入すればいいです。 

４．４ DB 種類 

  DB 種類には利用するデータベースの選択が必要です。現時点には五つのデータベースがサ

ポートされていますが、バイナリの長文字列フィールドには CSV ファイルのインポートとエクス

ポートの際、NULL として取り扱います、それと Oracle の「interval day to second、interval 

year to month、timestamp with local time zone、timestamp with time zone」データ型のフ

ィールドには CSV ファイルのインポートとエクスポートがサポートされていないため、項目自体

が省略されています。 

４．５ Java パッケージ 

  Java エンティティクラス作成する際、パッケージ名として使われています。ご自身に合わ

せて適当にご修正ください。 
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４．６ 作成する SQL 方式 

  SQL 方式とは作成する Insert、Select、Update、Delete の SQL 文のフォーマットです、

「nj-soft」方式には寧静フレームワーク（弊社のメイン製品）が使われているフォーマット、

「Prestatement」方式には普段のJDBCの Prestatementが使われているフォーマット、「MyBatis」

方式には MyBatis が使われているフォーマット、「Other」方式には利用者に合い、ご自身で設定

可能なフォーマットです。「Other」方式の修正には「テンプレート」シートの「2.4)Other テン

プレート」を参照。 
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５．ツールの機能操作 

５．１ SQL 文の作成 

１）「CreateSql」ボタンには下辺の一覧テーブルに選択されたテーブルの Create Table の

DDL を作成し、「ワークフォルダ\Create」に出力されます。設定の間違いなどによって、エラー

発生する場合は、エラー情報を「ワークフォルダ\logs」に出力され、エラー情報はエラーの解

明にとって、有力な手掛かりです。 

  下記は作成した PostgreSql のサンプルです。（図５－１） 

  

 

 

２）「CRUDSql」ボタンには下辺の一覧テーブルに選択されたテーブルの Insert、Select、

Update、Delete の SQL 文を作成し、「ワークフォルダ\Sql」に出力されます。 
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  ・下記は作成した「nj-soft」方式のサンプルです。（図５－２） 
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・下記は作成した「Prestatement」方式のサンプルです。（図５－３） 
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・下記は作成した「MyBatis」方式のサンプルです。（図５－４） 

 

 

５．２ テーブル及びデータの操作 

１）「CreateTable」ボタンには下辺の一覧テーブルに選択されたテーブルの５．１の

「CreateSql」で作成した DDL を利用して、データベースに物理テーブルを作成します。５．１

の「CreateSql」で作成した DDL を手で修正してから実行も可能です。 

※テーブル定義書を修正した場合、修正内容を反映するために、「CreateTable」実行

する前に、 「CreateSql」の再度実行が必要です。 
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    ・下記は作成した「PostgreSql」のテーブルです。（図５－５） 

 

 

２）「DropTable」ボタンには下辺の一覧テーブルに選択されたテーブルをデータベースから

削除します。 

３）「ImportData」ボタンには下辺の一覧テーブルに選択されたテーブルに、事前に用意し

た「ワークフォルダ\Data」にある CSV ファイルデータをインポートします。CSV ファイル名及

びフォーマットには下記のエクスポートファイルと同じです。例） 

・以下はインポートする CSV データ。（図５－６） 
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・下記は DB にインポートされたデータ。（図５－７） 

 

 

４）「ExportData」ボタンには下辺の一覧テーブルに選択されたテーブルを、選択された「条

件１」、「(OR)条件２」、「(OR)条件３」の OR でデータをエクスポートします、「条件１」、「(OR)

条件２」、「(OR)条件３」の何れにも選択されてない場合は全てのデータをエクスポートします。

エクスポートしたデータは「「ワークフォルダ\Data」」に保存します。保存したファイルには 2

種類があり、UTF-8 文字コードのファイルはインポート、エクスポート用、Local 言語コードは

Excel 開いて参照する用です。 

※エクスポートされた CSV データはインポートと同じですから、例は省略します。 

５）「DeleteData」ボタンには下辺の一覧テーブルに選択されたテーブルに、選択された「条

件１」、「(OR)条件２」、「(OR)条件３」の OR でデータを削除します、「条件１」、「(OR)条件２」、

「(OR)条件３」の何れにも選択されてない場合は全てのデータを削除します。 
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５．３ CSV 及びＤＢデータの妥当性チェック 

１）「CheckCsv」ボタンには下辺の一覧テーブルに選択されたテーブルに対応する「ワーク

フォルダ\Data」にある CSV ファイルデータの妥当性チェックを行い、チェック内容は下記です。 

・テーブル定義書にキー項目の値必須チェック 

・テーブル定義書に NULL 不可項目の NULL でないチェック 

・テーブル定義書に文字型覧に設定された以下の文字コードチェック 

  半角数字、半角数値、半角英数、半角文字、全角文字 

・テーブル定義書に値の正規表現と合致するチェック 

・テーブル定義書に追加チェック、追加チェックには自項目及び同じレコードの他項

目との VBA の一行比較式で、チェックを行い、下記はチェック例です： 

 自項目の値は 2桁です：        len("#this#")=2 '桁数チェック 

 自項目の値は有効な日付です：   IsDate("#this#") '日付チェック 

 二つ項目の値の比較です：       "#from_date#"<="#to_date#" '日付比較 

  チェック結果は「ワークフォルダ\Check」に出力されます。 

例） 

    ・下記は不正の CSV データ。（図５－８） 
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・下記はテーブルフィールドの各種チェック。（図５－９） 

 

 

・下記はチェック結果です。（図５－１０） 

 

 

２）「CheckDb」ボタンには下辺の一覧テーブルに選択されたテーブルを、選択された「条件

１」、「(OR)条件２」、「(OR)条件３」の OR でデータを抽出してチェックします、チェック内容は

上記１）と同じ、チェック結果も「ワークフォルダ\Check」に出力されます。 

例） 
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    ・下記は DB データ。（図５－１１） 

 

 

・下記選定されたデータ条件。（図５－１２） 

 

 

・下記はチェック結果。（図５－１３） 
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５．４ Java エンティティクラスの作成 

  「CreateEntity」ボタンには下辺の一覧テーブルに選択されたテーブルを、プロジェクトに

使われる Java エンティティクラスを作成します。作成したファイルは「ワークフォルダ\src」

に出力されます。作成するエンティティクラスのテンプレートにはご自身の好みで修正可能です、

修正には「テンプレート」シートの「3)Java エンティティクラス」をご参照ください。 

  例）下記は作成した Java エンティティクラスです。（図５－１４） 
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５．５ 下記テーブル定義の設定 

本機能は下辺の一覧テーブルの設定を行います。 

１）「AddFromFile」ボタンには、入力するテーブル定義書ファイルに全てのテーブルを下辺

の一覧に追加します。入力したファイルにそれぞれのシートがテーブル定義かどうかの判定基準

はシート名と該当シートにテーブル論理名セル内容が一致するかのことです。 
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  例）下記は「AddFromFile」をクリックしてからの操作です。（図５－１５） 
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２）「AddLine」ボタンには、下辺の一覧テーブルの最後に一行が追加されます。但し、追加

の後、「テーブル論理名」、「テーブル物理名」、「テーブル仕様書」列の内容を実テーブル定義書

の内容と一致するように修正してください。 

  例）下記は「AddLine」ボタンをクリックしてから、最後の一行が追加されました。（図

５－１６） 
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３）「DeleteLastLine」ボタンには、下辺の一覧テーブルの最後の一行が削除されます。 

４）「DeleteAllLine」ボタンには、下辺の一覧テーブルに全ての行が削除されます。 

５．６ 全て選択・全て取消 

  １）下辺の一覧テーブルに Excel の B 列の「全て選択・全て取消」をクリックする場合、全

てのテーブルが選択されるか選択されないことになります。この列の選択には上記５．１～５．

５の機能に全部適用されます。 

２）下辺の一覧テーブルに Excel の E 列の「全て選択・全て取消」をクリックする場合、全

ての条件１が選択されるか選択されないことになります。この列の選択には上記の「ExportData」、

「DeleteData」、「CheckDb」機能に適用されます。 

  ３）下辺の一覧テーブルに Excel の G 列の「全て選択・全て取消」をクリックする場合、全

ての条件２が選択されるか選択されないことになります。この列の選択には上記の「ExportData」、

「DeleteData」、「CheckDb」機能に適用されます。 

４）下辺の一覧テーブルに Excel の I 列の「全て選択・全て取消」をクリックする場合、全

ての条件３が選択されるか選択されないことになります。この列の選択には上記の「ExportData」、

「DeleteData」、「CheckDb」機能に適用されます。 
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６．その他 

  １）本ツールの「History」シートには Ver1.00 以降の変更履歴です。（図６－１） 

 

 

  ２）本ツールの「Template」シートには各種機能のテンプレートです、ご自身の好みで適当

に修正も可能です。 

    ・1.1)PostgreSql CreateSql テンプレート 

    ・1.2)MySql CreateSql テンプレート 

    ・1.3)SqlServer CreateSql テンプレート 

    ・1.4)Oracle CreateSql テンプレート 

    ・1.5)DB2 CreateSql テンプレート 

    ・2.1)nj-soft InsSelUpdDelSql テンプレート 

    ・2.2)Prestatement InsSelUpdDelSql テンプレート 

    ・2.3)MyBatis InsSelUpdDelSql テンプレート 

    ・2.4)Other テンプレート 

    ・3)Java エンティティクラス 

    ・4.1)PostgreSql テーブル名取得テンプレート 

    ・4.2)MySql テーブル名取得テンプレート 

    ・4.3)SqlServer テーブル名取得テンプレート 

    ・4.4)Oracle テーブル名取得テンプレート 

    ・4.5)DB2 テーブル名取得テンプレート 
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（図６－２） 

 

  ３）本ツールの「Type」シートには各種データベースのデータタイプと Java 変数のデータ

タイプの対照です。この対照を適当に変更すれば、Java エンティティクラスの項目のデータタ

イプが変更されます、それと「Java インプット」列に入力すれば、Java エンティティクラスに

この入力情報を import されます。 

    ・1)PostgreSql のタイプと Java のタイプ 

    ・2)MySql のタイプと Java のタイプ 

    ・3)SqlServer のタイプと Java のタイプ 

    ・4)Oracle のタイプと Java のタイプ 

    ・5)DB2 のタイプと Java のタイプ 
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（図６－３） 

 

 

４） 本ツールの「Message」シートには本ツールの出力メッセージとログに使われています。

（図６－４） 

 

 

（全文完了） 

蘇州寧静軟件有限公司 所有 

http://www.nj-soft.com 

２０１６年１月１日  元旦 

http://www.nj-soft.com/
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